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乳幼児の着衣と着替えに関する調査

第2報　一紙おむつ使用時間と交換回数一

杉浦　弘子1），島田亜矢子1）

木下　博子2），藤本　　保3）

〔論文要旨〕

児の健康と心身の発達に適したより良い紙おむつとおむつ替えの実現に寄与するため，乳幼児の四季

の紙おむつ使用実態を調べた。結果，起床から就寝までの紙おむつ使用枚数は冬期より夏期に有意に少

ないことがわかった。紙おむつ1枚当たりの平均使用時間は約3時間で季節間に有意差はないが，6時

間以上使用した紙おむつの枚数は冬期より夏期に有意に多く，6時間以上使用した人は秋期および冬期

より夏期に有意に多かった。その理由は排尿量の少ない夏期はモレの心配が軽減され長時間使用しがち

になるからではないかと推察する。しかし衛生面やムレ等の生理的ストレスを考慮すると排泄の度ある

いは少なくとも数時間毎におむつ替えをすることが望まれる。

Key　words：おむつ，季節，乳幼児，健康，発達

1．はじめに

　乳幼児用おむつは生まれた直後から2～3歳

までの長期にわたり1年中体に直接つけている

ものであり，乳幼児にとって重要な衣服の一つ

である。この頃の児は目覚しい発達を遂げる時

期で，心身ともに衣服が発達に果たす役割は大

きい1）。このようなおむつに求められる機能は，

排泄物の処理はもちろん，体温調節，体の保護，

動作や成長への適応，さらには，個性の表現

コミュニケーションのきっかけ，はかせる側の

取り扱いやすさなど多岐にわたっている。

　現在，日本では乳幼児用紙おむつの普及率は

約95％と言われている2）。それにもかかわらず，

これまでのおむつの使用実態に関する報告に

は，布おむつと紙おむつの比較に関するものは

多数あるが3～6），紙おむつの使用実態を1年を

通して調べた報告は見られない。

　紙おむつの使用実態を調べるに当たり，1日

に使用する枚数や1枚当たりの使用時間の分布

は季節によって異なるのではないかとわれわれ

は考えた。例えば，夏など暑い季節は発汗量が

多いため排尿量が減少し，それがおむつ替えの

頻度に影響を及ぼすのではないかと推察した。

また，季節によって発汗量や排尿量および紙お

むつの使用時間が異なれば，おむつ内のムレ等

による児の生理的ストレスも異なるため，紙お

むつが児の健康や発達へ及ぼす影響は季節に

よって異なるのではないかと考えた。

　これらのことを背景に，われわれは児の健康

や発達に適した紙おむつとその使い方を提案す

る必要を感じ，その一つの観点として四季にお

ける紙おむつ使用実態を明らかにしょうと考え

た。
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　本研究で扱ったおむつの使用実態は，すべて

「紙おむつ」についてであり，「布おむつ」は含

まなかった。

皿．目 的

　本研究では，乳幼児の紙おむつ使用実態を季

節別に明らかにし，児と保護者にとってより良

い紙おむつとその使い方の提案に寄与すること

を目的とした。

皿．対象と方法

1．対　象

　対象は，2006年7月～8月に大分こども病院

で受診または健康診査を実施した生後1～41か

月の児の母親200名のうち，児が1日中紙おむ

つを使用していた人89名であった。

　回答者の背景を表1－1，表1－2に示す。

2．方　法

　調査は，2006年8月（夏期），2006年11月（秋

期），2007年2月（冬期），2007年4月越春期）

に計4回行った。各綱の1か月のうち母親と児

が1日中一緒に過せる日に，起床から就寝まで

の着衣と着替えの状況および過した環境や活動

表1－1　母親の背景

甜

年　　齢

21～24歳

25～29歳

30～34歳

35～40歳

41歳以上

不　明

O
J
Q
ゾ
0
1
↓
－
↓
り
0

　
1
4
1
⊥

勤務状況

フルタイム勤務

パートタイム勤務

休職中

職業なし

その他

不　明

9
召
7
5
ρ
0
ρ
0
9
臼
0

9
ρ
　
　
　
4

託児状況

託児所・保育園

両親・兄弟姉妹

託児なし

不　明

F
◎
り
δ
「
D
O

9
自
「
0

家族形態

核家族

拡大家族

不　明

9
自
り
0

1

611

を質問紙（選択式・一部記述式）に記録しても

らった。児と比較する目的で母親についても同

様に記録してもらった。その中から，紙おむつ

を1日中使用している人のみを抜き出し紙おむ

つの使用実態を調べた。調査項目を表2に示す。

児の基礎データは三期に，母親の基礎データは

夏期（初回調査時）に，着衣実態データは着替

えをする毎に記録してもらった。

　調査用紙の回収状況を，表3に示す。配布数

と回収数に差があるのは，母子が1日中一緒に

過せる日に実施することを条件としたため，指

定した期間内に実施できなかった人がいたこと

が一因であったと推察する。また，回収数と有

効票が異なるのは，紙おむつを1日中使用して

いる人以外を除いた他に，指定した期間外に実

表1－2　児の背景
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表2　調査項目

基礎データ（児） 基礎データ（母親） 着衣実態データ　（母子共通）

月　齢

性別
出生順位

運動発達状況

食事（離乳）状況

誰が児の着替えをするか

おむつ使用状況

年齢
職業の有無と形態

対象の児の託児状況とその形態

家族形態

日　時

天　気

温度・湿度

冷暖房使用状況

活動場所・活動内容・運動量・汗の量

着替えた衣服の種類

着替えた理由

着替えた時の気持ち

※着替えはおむつ替えを含む

表3　質問紙の回収状況 表4－1　おむつ替え回数（ミルク・離乳食の児）

夏期　　秋期　　冬期　　春期

2006．8　2006．11　2007．2　2007．4
人数

おむつ替え
　　　　　　平均月齢
　回数

配布数

回号数

回収血中の

おむつ使用者数

有効票

回収率

200　89
122　71
89

83　61
420／o　690／o

Q
プ
¶
⊥

0
◎
ハ
0

O
J
に
J

O
O
5

夏期 30 6．8 7．0

秋期 24 6．6 9．2

56　47
630fo　530／o

冬期 17 5．4 10．5

春期 5 4．2 12．0

施されたものや，質問紙の一部にしか回答され

ていなかったものを除いたためである。一般的

な質問紙調査の回収率が40～60％にあることが

多いことから考えて，本研究の回収率（42～

69％）が特に低く結果に特定のバイアスがか

かったとは考えにくい。

　おむつ替え回数は児の哺乳や食事状況と関係

すると考えられるため，哺乳・食事状況により

「ミルク・離乳食」のグループと「普通のごはん」

のグループに分けて集計した。結果を表4－1，

表4－2に示す。「ミルク・離乳食」のグループは，

夏期→秋期→冬期→春期と調査が進むにつれ対

象者が減り，最終の春期には回答者が5人と少

なくなり，季節間の比較は困難となった。よっ

て「普通のごはん」のグループのみについて季

節間で比較検討することとし，各調査項目に対

し，カイ二乗検定またはt検定を行った。

表4－2　おむつ替え回数（普通のごはんの児）

　　おむつ替え
人数
　　　回数

検定
均
齢

二
月

1V，結

夏期　53 5．0

秋期　37 5．6

冬期　39 5．9

春期　42 5．3

i／：’lii］“　］n．，．］”・s・
19．7

果

20．6

21．9

21．9

1．おむつ替え回数

　普通食の児の起床から就寝までのおむつ替え

回数は，2～11回で，各期の平均は5．0～5．9回

であった。各期のおむつ替え回数を比較する

と，冬期〉秋期〉春期〉夏期の順であり，夏期

＊・：p＜0．01・：p＜0．05n。s．：有意差なし

は冬期と比べ有意におむつ替え回数が少なかっ

た（p＜0．05）。

2．紙おむつ1枚当たりの使用時間

　普通食の児の起床から就寝までの間に使った

紙おむつ1枚あたりの使用時間の分布を図1に

示す。各季節とも1時間以上4時間未満が多く，

全体の約7割を占めていた。各期の平均使用時

間は2時間49分～3時間6分で，季節間に有意

差はなかった。

3．6時間以上紙おむつを使用したケース

　紙おむつ1枚当たりの平均使用時間（約3

時間）の2倍に相当する「6時間」以上使用
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図1　紙おむつ1枚当たりの使用時間分布

表5－1　6時間以上使用した紙おむつの枚数 表5－2　1枚の紙おむつを6時間以上使用した人

全体枚数
　［枚］

6時間以上

使用枚数
　［枚］

検定

　　　　6時間以上
全体人数
　　　　　使用者　［人］

　　　　　［人］

検定

夏期　　220 19

秋期　　159 6

冬期　　161 6

春期　　165 14

1il＼ト
夏期　　53 19

秋期　　37 6

冬期　　39 6

春期　　42 14

｝：：腓

・・：p＜O．Ol　・：p＜0．05　n．s．：有意差なし ・・：p＜0．01　・：p＜0．05n．s．：有意差なし

した紙おむつの枚数および使用した人の数を

表5－1，表5－2に示す。6時間以上使用した

枚数は，冬期より夏期に有意に多かった（p

＜0．05）。また，6時間以上紙おむつを使用し

た人の数は，冬期および秋期より夏期に有意

に多かった（p＜0．05）。1枚の紙おむつを6

時間以上使用した母親と児の背景を表6－1，

表6－2に示す。母親の年齢，勤務状況，託児

状況，家族形態，児の性別，出生順位，月齢に

顕著な偏りはなかった。また，複数の季節に6

時間以上使用した人もいたが，毎期同じ人が6

時間以上使用していたわけではなかった。

V．考 察

　本研究の1日当たりの紙おむつ使用枚数は，

季節や食事状態によって異なるが平均4．2～6．8
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表6－1　1枚の紙おむつを6時間以上使用した母親の属性

夏 秋 冬 春

該当数　回答数 該当数　回答数 該当数　回答数 該当数　回答数
［人］　　［人］ ［人］　　［人］ ［人］　　［人］ ［人］　　［人］

21～24歳 2　　　　5 0　　　　5 1　　　　3 1　　　3
25～29歳 3　　　11 1　　　　8 0　　　11 1　　　10．

年　　齢
30～34歳

R5～40歳
9　　　25

S　　　10

4　　　20
P　　　　3

4　　　20
O　　　　3

7　　　21
S　　　　6

41歳以上 0　　　　1 1　　　　1 1　　　　1

不　明 1　　　　2 0　　　　1 0　　　　1

フルタイム勤務 8　　　20 1　　　8 1　　　10 4　　　　8

パートタイム勤務 3　　　　5 1　　　　5 2　　　　4 3　　　　4

勤務状況 休職中 0　　　　2 0　　　　1 0　　　　1 2　　　　4

職業なし 8　　　24 4　　　21 3　　　23 5　　　25
その他 0　　　　2 0　　　　2 0　　　　1 0　　　　1

託児所・保育園 10　　　24 2　　　10 2　　　11 4　　　　9

託児状況 両親・兄弟姉妹 1　　　　1 0　　　　2 1　　　　2 2　　　　2

託児なし 8　　　28 4　　　25 3　　　26 8　　　31

核家族 15　　　43 5　　　29 6　　　31 13　　　36
家族形態 拡大家族 4　　　　8 1　　　　5 0　　　　5 1　　　　4

不　明 0　　　　2 0　　　　3 0　　　　3 0　　　2

表6－2　1枚の紙おむつを6時間以上使用した児の背景

　　　夏

Y当数　回答数
m人］　　［人］

　　　秋

Y当数　回答数
m人］　　［人］

　　　冬

Y当数　回答数
m人］　　［人］

　　　春

Y当数　回答数
m人］　　［人］

性　　別
男　児

浴@児
11　　　30

W　　　23

2　　　21

S　　　16

4　　　23

Q　　　16

9　　　25

T　　　17

出生順位

第一子

謫q
謗O子
謗l子

9　　　27

U　　　18
S　　　　7

O　　　　1

2　　　19

R　　　13
P　　　　5

4　　　22

P　　　13

P　　　4

5　　　21

U　　　17

R　　　　4

月　　齢
23か月以下

Q4か月以上

15　　　39

S　　　14

4　　　24

Q　　　13

6　　　23

O　　　16

9　　　26

T　　　16

枚であった。この結果は，井美および福井らの

報告とほぼ一致していた3，5）。

　夏期のおむつ替え回数が冬期より有意に少な

い理由の一つは，夏期の方が排尿回数および排

尿量が少ないからではないかと推察する。つま

り，夏期は他の季節と比べて紙おむつを長時間

使用してもモレにくいため，1枚の紙おむつを

長時間使用しがちになったと推察する。

　紙おむつ1枚当たりの平均使用時問は各期と

も約3時間であった。大田黒の報告によると，

小児の1日当たりの排尿回数は，12～24か月で

8～12回であった7）。食事や哺乳の機i会の多い

昼間の方が就寝中より排尿や排便頻度が高いこ

とを考慮すると，昼間は少なくとも2～3時間

毎に排泄していると考えられる。これらのこと

より起床から就寝までの紙おむつ1枚当たりの

平均使用時間は児の排泄：間隔より長く，排泄1

回毎におむつ替えをしているわけではない実態

が明らかになった。

　現在市販されている一般的な紙おむつは，透

湿性素材を用いており，紙おむつ発売当初の非

透湿性のものよりも内部の温湿度上昇を抑える

効果がある8・9）。しかし，長時間装着したり排

泄したりすると紙おむつ内の温湿度は上昇し

ムレ感やかゆみ感など不快を感じることがあ

る10，　11）。加えて，排泄物や汗を紙おむつの中に
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長時間放置しておくと不衛生になりやすい。こ

れらのことから，排泄の度あるいは排泄のない

場合も数時間毎におむつ替えをすることが望ま

れる。
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（Summary）

　To　contribute　to　the　realization　of　better　diaper

and　exchange　of　diapers　for　good　development　of

infants，　we　investigated　the　infant’s　diaper　wear－

ing　time　and　the　frequency　of　exchanging　diapers

in　four　seasons．　We　discovered　that　the　significant

difference　was　seen　in　the　frequency　of　exchanging

diapers　between　summer　and　winter　；　summer’s

frequency　was　less　than　winter　during　wake－up

ti11　bedtime．　The　average　wearing　time　was　about

three　hours　for　every　piece　of　diaper，　which　the

significant　difference　was　not　seen　between　four

seasons．　However，　there　was　the　significant　dif－

ference　between　surnmer　and　winter　；　the　number

of　diapers　used　for　more　than　6　hours　increased　in

summer．　ln　addition，　there　was　also　a　signhicant

difference　seen　in　the　number　of　person　who　used

a　diaper　for　more　than　6　hours　between　summer

and　autumn，　as　well　as　summer　and　winter．　We

thought　the　main　reason　for　this　situation　was　that

they　did　not　worry　about　urine　leakage　from　diaper

in　summer，　because　there　will　be　only　a　little　urine

quantity　in　this　season．　For　the　infant’s　sanitation

and　good　health，　we　will　propose　that　we　should

exchange　the　diaper　at　each　urine　excretion　time　or

at　least　exchange　within　every　several　hours．
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